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2025年3月19日（水）　　　　　　　　　　　　　司会・記録：西舘　力輝
	松村
	斎藤
	蕨野
	西舘
	藤田
	佐々木
	風間

	〇
	業務
	◯
	○
	業務
	　◯
	業務


· 出席者は記録者が印を付ける。
＜全体連絡＞
・疾患別診療計画書10月分作成・アップロード、2025年1月分の作成をお願いします。
・新規利用開始後の評価/目標設定の仕組み、指示箋更新、下駄箱の管理等を整理していく。

・長期間欠席している利用者様に対して、状況確認を行ってください。
・青陽館便り等で大量に郵便を出す場合、以下の手順で依頼してください。

①郵便物の準備

②①の部数を確認しメモする

③郵便内容物（封筒に入れたもの）を1部準備（郵便局へ提出するため）

④①と②のメモ、③を経理へ持参

⑤経理で、①に「料金後納」のスタンプを押す（スタンプは経理にあります）

⑥経理で郵便局へ集荷依頼をする

※⑤まで郵便を出される方に行って頂き、経理では集荷依頼のみ致します。

・HPへの記事掲載依頼について

今後WIZメールにて掲載依頼する際には、TO：情報システム委員会 北向委員長
　CC：情報システム委員会（田高さん、長濱さん、白川AOM）で依頼メール送信しましょう。
※依頼者はデータを指定のフォルダに保存して下さい。

2024年度情報システム管理委員会→ホームページ関連→Ｒ6．○月記事
・第6回法人研修について
レポートにて実施。3月10日～3月25日まで

　
＜利用者様情報＞
デイケア
・松林　照子様～作業所「結」の見学を考えていると話されており、主治医からも許可を得ているとの事。見学して通所が可能であれば、B型就労を視野に入れて作業所の利用を考えたいと話されている。
ショートケア

・特記する利用者様はおりません。
デイナイトケア
・繁名　和恵様～9：35左耳周辺の痛みによるイライラ感を訴えホリゾン服用を希望するが、
イライラの原因となる痛みに効果のあるポンタールの服用を勧めると、
最初は聞き入れ不良であったが説明によりポンタール1錠服用する。服
用後は不調の訴え聞かれることなく穏やかに過ごしている。
青風荘入居者様　事例検討会　資料
実施日：2025年3月19日（水）　　　　 
資料作成者：佐々木 結南（管理栄養士）

検討内容　これまでの経過の把握と今後のケアの方向性の検討・共有

	氏名
	大下 良悦　様
	性別
	男
	年齢
	75
	生年月日
	　S24年 5月 13日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	①基本的生活習慣の修得②心身機能の維持向上③対人関係の改善
④作業能力・持続性の向上⑤病識を見につける⑥社会資源の活用

	本人希望
	食器洗いを頑張りながら今の生活を続けたい。

	家族希望
	なし

	入院歴
	計3回（最終：H17年11月1日～H21年8月5日）青南病院

	通所歴
	H26年4月2日～現在

	生活歴・治療歴
	八戸市にて同胞6名の第1子として出生。定時制高校を卒業後は、大学堂薬局に就職。しかし、人間関係のトラブルから7年程で辞めている。暫く自宅で引きこもった生活を送り、その後看板屋で2年、バイク屋2年、別なバイク屋(住み込み)で7年働くが、いずれも嫌なことがあり無断で辞めている。その後の経過については不明。H26年4月2日青風荘入居、それに伴い青陽館デイナイトケア利用となる。

	その他サービス利用
	青風荘入居　H26年4月2日～現在

	住居：

H26年4月2日より

グループホーム｢青風荘｣　入居中

	家族構成

保護者：市内在住の妹様

　　　　郵便物を届けに来るが短時間

　　　　それ以外の交流は無し

	利用制度
	障害基礎年金2級　　　　　　　　　精神障害者保健福祉手帳1級

自立支援医療(上限5000円)　　　 　後期高齢者医療保険

	その他情報
	相談支援専門員：ひかり相談支援事業所　安田 真氏


【目標・治療計画】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	精神症状・身体機能を維持出来る。不調無く、青風荘での生活を続ける。
	①不調をきたした場合、スタッフに伝えることが出来る(合図でも可)
	①不調をきたしやすい状況を把握できる
	①不調（身体硬直・小刻み歩行・表情の強張り・）に気付いた際は、Pt.へ状態を伝える。体調が良い状態でPt.へ不調時の行動についての振り返りを行う。

	
	②身体管理の継続
	②誤嚥、窒息がないよう食事摂取出来る。誤嚥や身体硬直に伴う他症状を引き起こさないようにする
	②不調を引き起こす頻度が以前より増加。食事の際には、誤嚥、窒息リスクが高いためスタッフは見守りを徹底する。現在の身体機能を維持出来るようしていく。

	
	③他者トラブルにならないようにする。
	③強迫性、過敏性が悪化しないようにする。
	③強迫性、過敏性は慢性化しているため今後の改善は難しい。悪化せず、周囲へ大きな影響とならないよう留意していく。


【最近の様子】
・食事の後片付けを積極的に行なっており、「頑張ったよ！」と他利用者様やスタッフへ何度も報告する様子見られている。

　食事当番を行っている利用者様の手順（やり方）等を凝視してチェックしている事もあり、「桶が出ていない！」等強めの口調や指を指しながら指摘する場面も見られている。
・以前スタッフが口調が強いことを指摘した際、素直に応じているが、なかなか改善は見られず。「自分では優しく行っているつもりなんだけどな。」と話している事もある。
・プログラムの参加は休まず取り組むことができている。しかし、運動療法（DVD体操）の際は、ポットのお湯や消毒液の残量の確認を行う事が多々あり、落ち着かない様子見られている。
・失禁は夕食直前である事が多い。小走りでトイレに向かう事や、トイレに行っても数秒で戻ってくる事もある。ズボンのウエスト部の紐等を何度もいじっている事もあり、食事前にトイレに行かず落ち着かない様子見られる際には、都度声掛けを行っている。

【青風荘での様子】
〈日課〉

・自室やホールで過ごしている。（ホールでテレビを見て過ごしている事が多い。）
・リモコンに執着している様子見られている。（リモコンを手放さず、ボタンを弄ってしまう。）
・毎週月曜日は、翌日のリネンセットの確認を欠かさずに行っている。
・服薬チェックを独自でノートを準備し、スタッフにサインをお願いしている。
　そのノートのこだわりが強く、新しい物をスタッフが購入しても、「厚い・薄い」等の不満があり、厚いと感じた際にはノートを破り自分が良いと思った厚さにしたり、再度購入の希望があったりしているとの事。
・青風荘でのミーティングの司会の順番がいつ来るのか何度も確認を行っている。終わるとスタッフへ自分の司会がどうだったか確認を欠かさない。
・3/10に確認された後頭部の1.5㎝×1.5㎝程の出血後については、その後痛みや痒みの訴えは聞かれていないとのこと。
・時折尿失禁あり。カーペットを汚染する事もあり、スタッフが洗浄を行っている。
・確認行為が多い時や、やる事が多くなった時等、動作停止・小刻み歩行・眼鏡が鼻下までずり落ちている様子見られているが、時間の経過と共に落ち着いている。
〈対人面〉
・青陽館でも同様であるが、周囲を威圧する様に睨みつける事や他利用者様の動作を凝視している様子見られている。
・特定の利用者様へ厳しい口調で指示したり、注意したりする事がある。
　（言われた利用者様が嫌がっている事もあるため、トラブルにならない様注意する。）
〈金銭面〉
・10000円/月のお小遣いを安定してやり繰りする事が出来ている。
・リハパンと尿取りパットの残量が多くあっても購入希望があるため、スタッフが残量を確認し購入している。
・スティックコーヒーの購入も多くストックしようとすることがある。毎回2箱ストックがあるように購入しているとの事。
【支援について】
・本人様の緊張感を高めない様、適度に声掛けを行う。
　（衣類調整、食事摂取時、トイレへの誘導等）
・口調が強い事や、自身のこだわりが強くそれを他の利用者様へ強要しようとすることがあるため、トラブルとならない様声掛けや様子観察を行う。
次回：2025年4月16日(水)　13:00～
事例：未定
保護者








